
全国農業新聞は、農業委員会ネットワークが発行
する農業専門紙です。1952（昭和27）年に創刊し、
2022年に70周年を迎えました。
１週間の農政の動きや現場で役立つ栽培技術・流
通の情報、魅力的な農家の取り組みなどを幅広く伝
え、担い手の皆様の経営発展に役立つ新聞として高
く評価いただいております。
　常に、より「見やすい」「分かりやすい」新聞を
目指して編集・発行しています。ぜひ１度手に取っ
ていただき、情報収集のツールとして全国農業新聞
をご購読いただければ幸いです。

全国農業新聞とは

「見やすい」
「分かりやすい」

紙面を追求して
週１回発行しています！

全国農業新聞を読もう！！
紙面徹底解説 パンフレット

2022年度版

一般社団法人全国農業会議所

見やすく！分かりやすく！充実した農業・農村の情報を届けます



1

ここがポイント！全国農業新聞
紙面の内容、特徴

1面
●経済・経営・農地・地域社会問題等、毎週様々なテーマをお伝えします。
週替わりのコラム、特集企画　等� ➡ｐ２へ

2面
3面

●農政ニュースをまとめて掲載。忙しくても１週間の動きがすぐ分かります。
●その時々の話題の農政や農業用語、技術を分かりやすく解説します。
●第一線で活躍する農業者にスポットを当てて紹介します。� ➡ｐ３へ

経営
流通
技術面
地域

くらし面
（4～６面）

●経営に役立つ管理方法や最新技術、話題の商品、先進農家の取り組みなど、農業経営に役
立つヒントが盛りだくさんです。
●２週・４週は、見開きのワイド面。「より読みやすく」を追求しています。
【４面】経営・販売や労務管理、農村女性の活躍のＱ＆Ａコーナー（週替わり）、新しい技

術や商品の紹介　等
【５面】経営に役立つ実務情報を載せます。市況（２週）、マーケット情報（４週）　等
●地域活性化に関する現地事例を紹介します。
【６面】園芸講座（２週・４週）、食生活や農家生活のヒント　等� ➡ｐ４、５へ

農業委員会
ネットワーク
通信面
（７面）

●全国の農業委員会の特徴的・先進的活動、活躍を毎週お知らせ。農業委員会活動の参考資
料として、農業委員・推進委員必読のページです。
●農地や農家生活の法律相談、農業者年金等、情報提供活動に欠かせない情報が満載。
●有害鳥獣対策のヒントとなる取り組みを連載。� ➡ｐ６へ

地方面
（８面）

●地方ごとの頑張る農業者の記事、農業委員会活動、イベント情報等を掲載。
全国紙ですが地域の話題にも強い！身近な方の頑張りが伝わることで地域農業の活力に繋
がります。� ➡ｐ７へ

◆発行日／毎週金曜日
◆購読料／新聞本紙＝月額700円（税込）※新聞本紙はもちろん電子新聞も閲覧可能
　　　　　電子新聞＝月額500円（税込）※電子新聞のみの閲覧

見本紙のご用命、購読のお申し込み、ご相談は、お近くの市町村農業委員会、都道府県農業会議、全国農業
新聞ホームページからのお問い合わせやメール等でも受け付けています。
電子新聞のお申し込みは、全国農業新聞ポータルサイト「あぐりオンライン」で受け付けています。
メールアドレス●gyoumu@nca.or.jp

ホームページアドレス●
https://www.nca.or.jp/shinbun/

QRコードはこちら

あぐりオンラインアドレス●
https://agrionline.jp/

QRコードはこちら



農政の動きとかかわる経済・経営・農地・地域社会問題等、
毎週様々なテーマをお伝えします
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儰

水
稲
用
除
草
剤
で
防
除

水
田
内
は
、
防
除
指
針
に

基
づ
き
水
稲
用
除
草
剤
（
移

植
後
の
初
期
剤
や
初
中
期

剤
）
の
体
系
処
理
で
防
除
す

る
。
特
に
、
給
水
栓
ま
わ
り

や
畔
際
の
防
除
を
徹
底
す

る
。
使
う
際
は
、
ラ
ベ
ル
を

読
ん
で
適
期
に
散
布
す
る
。

ま
ん
延
し
た
圃
場
で
は
、

中
後
期
剤
の
使
用
や
稲
刈
り

後
に
は
地
下
部
ま
で
有
効
成

分
が
移
行
す
る
非
選
択
性
茎

葉
処
理
剤
の
散
布
が
効
果
的

だ
。
散
布
時
期
は
９
月
以
降

か
ら
降
霜
期
ま
で
に
す
る
。

た
だ
し
、
散
布
し
た
薬
剤
が

水
系
に
流
入
す
る
場
所
で
は

使
わ
な
い
。

特
定
外
来
生
物
の
駆
除
活

動
に
は
、
農
水
省
の
助
成
金

制
度
「
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
」
が
利
用
で
き
る
の

で
、
市
町
村
の
担
当
窓
口
に

相
談
す
る
。

た
め
池
の
密
度
が
高
い
兵

庫
県
稲
美
町
で
は
、
２
０
１

８
年
に
侵
入
が
確
認
さ
れ

た
。
東
播
磨
県
民
局
、
流
域

の
土
地
改
良
事
務
所
と
、
河

川
や
た
め
池
の
保
全
に
努
め

る
市
民
団
体
「
兵
庫
・
水
辺

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
神
戸

市
）
と
の
連
携
・
協

働
に
よ
る
計
画
的
な

駆
除
活
動
が
続
く
。

光
合
成
を
阻
害
、

枯
死
さ
せ
る
遮
光
率

１
０
０
％
の
建
設
工

事
用
の
ゴ
ム
製
黒
色

利
水
シ
ー
ト
（
幅


㍍
、
長
さ

㍍
）
を

使
い
、
抑
制
し
た
。

は
み
出
し
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
必
要
に
応
じ

て
補
修
や
移
動
、
追

加
設
置
す
る
こ
と
で
効
果
は

高
い
。
敷
設
に
労
力
が
か
か

る
が
、
水
位
変
動
や
高
水
位

に
対
応
で
き
る
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
所
属

し
、
定
期
的
に
監
視
す
る
エ

コ
ロ
ジ
ー
研
究
所
の
丸
井
英

幹
代
表
は
「
わ
ず
か
２
㌢
の

断
片
か
ら
で
も
芽
や
根
が
出

て
増
殖
す
る
。
覆
っ
て
も
完

全
に
駆
除
す
る
に
は
１
年
半

か
ら
数
年
か
か
る｣

と
話
す


川
岸
な
ど
遮
光
が
難
し
い

所
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ

に
つ
な
い
だ
消
防
用
ノ
ズ
ル

を
用
い
、
高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
水

流
に
よ
る
除
去
も
行
っ
て
い

る
。
噴
出
す
る
水
流
で
土
壌

を
掘
削
し
、
地
下
茎
を
流
出

し
て
、
下
流
の
網
で
回
収
す

る
。
こ
れ
を
数
回
繰
り
返

す
。

ナ
ガ
エ
ツ
ル

ノ
ゲ
イ
ト
ウ
＝

南
米
原
産
の
多

年
草
。
乾
燥
に
と
て
も
強
い

水
草
で
河
川
や
池
で
大
群
落

と
な
り
、
水
面
を
マ
ッ
ト
状

に
覆
う
。
水
陸
両
生
で
畔
や

畑
に
侵
入
。
開
花
期
は
４
月

～

月
ご
ろ
。
国
内
初
の
侵

入
は
１
９
８
９
年
の
兵
庫

県
２
０
２
１
年
現
在

府

県
の
河
川
た
め
池
水
田
、

畦
畔
で
侵
入
が
相
次
ぐ
（
国

立
環
境
研
究
所
デ
ー
タ
）
。

侵
入
経
路
は
、
ア
ク
ア
リ
ウ

ム
観
賞
用
に
導
入
後
、
野
外

逸
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

花
の
な
い
時
期
は
シ
ロ
ツ
メ

ク
サ
と
間
違
え
や
す
い
。

根
や
断
片
の
拡
散
対
策
に

は
、
駆
除
作
業
現
場
の
下
流

側
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
や
ダ

ス
ト
フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
張

り
、
下
流
域
へ
の
流
出
を
防

ぐ
。
ま
た
、
河
川
に
定
着
し

て
い
る
地
区
で
は
、
取
水
口

へ
の
漁
網
の
設
置
や
給
水
栓

の
口
に
籾
袋
や
収
穫
ネ
ッ
ト

を
か
ぶ
せ
る
こ
と
で
、
農
地

や
水
路
へ
の
拡
散
は
防
げ

る
。
丸
井
さ
ん
は
「
早
期
発

見･

早
期
駆
除
が
大
切
完
全

に
抜
き
取
れ
ば
、
生
息
は
止

ま
る
。
根
絶
す
る
ま
で
戦
い

は
終
わ
ら
な
い｣

と
い
う


乾
燥
し
た
陸
上
で
も
根
付

い
て
再
生
す
る
。
除
去
後
は

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
上
に
置

き
、
断
片
が
こ
ぼ
れ
落
ち
な

い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
厳
重
に
梱こ

ん

包ぽ
う

す
る
。
重
機

や
車
に
付
着
し
て
運
ば
れ
る

危
険
性
が
あ
り
、
作
業
後
移

動
す
る
際
は
泥
を
取
り
去

り
洗
浄
し
て
流
出
を
防
ぐ


放
置
せ
ず
、
根
こ
そ
ぎ
抜
き
取
り
、

拡
散
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
。
増
や
さ
な

い
た
め
の
厳
し
い
戦
い
は
続
く


。

農
業
や
生
態
系
、
景
観
を
乱
す
特
定

外
来
生
物
の
水
草
「
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ

イ
ト
ウ
」
が
農
地
、
畦
畔
に
侵
入
・
繁

殖
し
、
深
刻
化
し
て
い
る
。
河
川
や
た

め
池
で
繁
茂
し
て
通
水
を
阻
害
、
水
田

に
広
が
り
、
競
合
し
て
稲
に
か
ぶ
さ
っ

て
成
長
を
妨
げ
、
収
量
や
品
質
を
低
下

さ
せ
る
。
そ
こ
で
、
遮
光
性
の
利
水
シ

ー
ト
や
ジ
ェ
ッ
ト
水
流
の
活
用
、
拡
散

防
止
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
、
非
選
択
性
茎

葉
処
理
剤
を
使
っ
た
駆
除
・
拡
散
防
止

策
な
ど
を
追
っ
た
。

外外来来水水生生植植物物のの侵侵略略防防げげ外外来来水水生生植植物物のの侵侵略略防防げげ外来水生植物の侵略防げ 水
田
で
猛
威

ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

兵庫･稲美町の駆除活動

遮光性利水シート敷く
高圧ジェット水流で除去

繁
殖
力
旺
盛
な
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ

イ
ト
ウ
（
農
水
省
提
供
）

丸井代表

遮
光
性
利
水
シ
ー
ト

の
展
張
（
エ
コ
ロ
ジ

ー
研
究
所
提
供
）

拡
散
防
止
フ
ェ
ン
ス

収
穫
ネ
ッ
ト
を
設
置


オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
侵
入
を
防
ぐ


給
水
栓
の
口
を
ネ
ッ
ト
で
覆
う
（
農
研
機
構
提
供
）

認定農業者応援宣言！

土土壌壌流流出出やや飛飛散散防防ぐぐ新新工工法法 ６６土土壌壌流流出出やや飛飛散散防防ぐぐ新新工工法法 ６６土壌流出や飛散防ぐ新工法 ６

現現制制度度でで３３期期目目迎迎ええたた農農委委会会 ３３現現制制度度でで３３期期目目迎迎ええたた農農委委会会 ３３現制度で３期目迎えた農委会 ３

猿猿ににＧＧＰＰＳＳ付付けけ活活動動をを把把握握 ７７猿猿ににＧＧＰＰＳＳ付付けけ活活動動をを把把握握 ７７猿にＧＰＳ付け活動を把握 ７

ワイヤーで健康増進

先
日
、
神
奈
川
県
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
「
体
を
壊

し
た
と
き
野
菜
の
パ
ワ
ー
に
気

づ
い
た
ん
で
す
」
と
話
す
女
性

店
主
。
20
種
類
も
の
野
菜
が
入
っ
た

酵
素
玄
米
定
食
は
、
濃
い
め
の
味
噌

み

そ

味
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
店
内
に

は
次
世
代
活
水
器
な
ど
の
健
康
ア
イ

テ
ム
や
健
康
本
が
並
び
、
「
健
康
情

報
が
自
然
と
集
ま
っ
て
く
る
ん
で

す
」
と
、
店
主
。
肌
も
ツ
ル
ツ
ル
で

説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
気

に
な
っ
た
の
は
、
彼
女
が
指
や
手

首
、
首
な
ど
に
黒
い
ワ
イ
ヤ
ー
を
巻

い
て
い
る
こ
と
。
「
そ
れ
は
ア
ク
セ

サ
リ
ー
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
、

「
ほ
ら
、
こ
こ
に
も
」
と
ワ
イ
ヤ
ー

を
巻
い
た
腰
、
足
首
な
ど
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
も
し
か
し
て
何
か
の

プ
レ
イ
…
？

巻
く
と
す
ぐ
効
果
が

見
て
は
い
け
な
い
も
の
を
見
て
し

ま
っ
た
の
か
も
、
と
思
っ
て
い
た
ら

「
こ
れ
を
巻
く
と
す
ご
い
体
が
ラ
ク

に
な
る
ん
で
す
。
農
業
や
漁
業
で
使

わ
れ
て
い
る
ワ
イ
ヤ
ー
で
、
遠
赤
外

線
が
出
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
、
明

か
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
天
然
鉱

石
や
レ
ア
ア
ー
ス
が
含
ま
れ
た
ワ
イ

ヤ
ー
だ
そ
う
で
、
農
業
で
は
畝
の
中

に
使
用
す
る
と
野
菜
が
よ
く
育
っ
た

り
、
養
殖
の
カ
キ
も
成
長
が
早
く
な

っ
た
り
す
る
と
か
。
人
間
に
も
転
用

で
き
る
と
は
。
「
よ
か
っ
た
ら
お
わ

け
し
ま
す
」
と
、
い
き
な
り
リ
ー
ル

で
出
て
き
て
驚
き
ま
し
た
が
、
あ
り

が
た
く
少
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
冷
え
性
が
軽
く
な
っ
た
り
、
頭

に
巻
く
と
頭
痛
の
と
き
に
即
効
性
が

あ
り
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
、
さ
っ
そ

く
首
に
巻
い
た
ら
、
頭
が
重
か
っ
た

の
が
若
干
ラ
ク
に
な
っ
た
感
が
。
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
情
報
を
知
っ
て
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が

り
、
血
行
が
良
く
な
っ
た
せ
い
も
あ
り
そ
う

で
す
。
15
年
以
上
使
っ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
の

効
き
が
悪
い
の
で
、
こ
れ
で
暖
を
取
れ
れ
ば

環
境
に
も
優
し
い
で
す
。

生
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
み

そ
の
後
、
首
に
黒
い
ワ
イ
ヤ
ー
を
グ
ル
グ

ル
巻
き
に
し
た
ま
ま
、
都
心
の
お
し
ゃ
れ
な

商
業
施
設
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
気
付

い
て
外
そ
う
と
し
た
ら
、
何
重
に
も
巻
い
て

い
た
の
で
な
か
な
か
外
れ
ず
、
マ
フ
ラ
ー
と

絡
ま
っ
て
首
が
絞
ま
り
か
け
て
焦
り
ま
し

た
。
一
瞬
死
を
意
識
し
た
こ
と
で
、
ま
す
ま

す
生
き
て
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
み
を
実
感

で
き
た
よ
う
で
す
。

◇
次
回
は
５
月
６
日
付
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Ⓒ全国農業会議所2022
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お申し込みはお近くの農業委員会へどうぞ

４月１日
金 曜 日
月４回金曜日発行

2022年(令和4年)

農業委員会ネットワーク機構

農地を活かし 担い手を応援する

発行所 全国農業会議所

委
員･

事
務
局
ワ
ン
チ
ー
ム
で

大大
阪阪

門門
真真
市市
農農
業業
委委
員員
会会

大大
阪阪

門門
真真
市市
農農
業業
委委
員員
会会

大
阪

門
真
市
農
業
委
員
会

＝

１

＝

全
国
の
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
農

業
委
員
会
事
務
局
が
日
常
業

務
で
取
り
入
れ
て
い
る
小
さ

な
工
夫
や
こ
だ
わ
り
を
全
８

回
の
連
載
で
紹
介
す
る
。

約

年
前
に
公
務
員
を
退

職
し
、
大
阪
府
門
真
市
で
実

家
の
農
業
を
継
い
だ
中
道
文

夫
さ
ん
（

）
は
、
２
０
２

１
年
４
月
に
同
市
の
農
業
委

員
に
補
充
選
任
さ
れ
た
。
前

任
の
委
員
が
任
期
途
中
で
亡

く
な
っ
た
た
め
だ
。

「
就
任
か
ら
間
も
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え

ば
、
新
た
な
視
点
や
感
覚
で

物
事
を
み
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
」


。
中
道
さ
ん
は

〝
新
人
〟
な
ら
で
は
の
特
徴

を
強
み
に
変
え
て
、
活
動
に

取
り
組
も
う
と
決
意
し
た
。

そ
れ
が
ま
ず
形
と
な
っ
て

表
れ
た
の
が
、
最
初
の
定
例

総
会
だ
。
初
め
て
審
議
に
加

わ
っ
た
中
道
さ
ん
は
「
総
会

と
し
て
の
審
議
と
は
別
に
、

各
議
案
の
経
緯
や
制
度
的
な

問
題
点
に
つ
い
て
も
っ
と
自

由
に
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

も
大
事
で
は
な
い
か
」
と
感

じ
た
。
そ
こ
で
総
会
終
了
後

に
、
議
事
録
か
ら
離
れ
て
委

員
と
事
務
局
が
率
直
に
意
見

交
換
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
い

い
と
事
務
局
に
提
案
し
た
。

総
会
後
に
意
見
交
換

事
務
局
を
通
じ
て
中
道
さ

ん
の
要
望
を
聞
い
た
同
委
員

会
の
寺
内
隆
史
会
長
（
50
）

は
、
総
会
後
に
す
べ
て
の
委

員
と
事
務
局
職
員
が
参
加
す

る
「
意
見
交
換
会
」
を
開
く

こ
と
を
決
め
、
次
回
の
総
会

後
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
毎
月

１
時
間
程
度
、
各
委
員
が
日

頃
の
問
題
意
識
や
地
域
の
課

題
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
を

交
わ
し
、
事
務
局
も
そ
れ
を

制
度
的
な
観
点
か
ら
助
言
す

る
時
に
は｢

こ
の
Ａ
さ
ん
に

農
地
を
あ
っ
せ
ん
す
る
際

に
、
現
行
制
度
上
で
最
適
な

手
法
は
何
か
」
な
ど
の
具
体

的
な
問
題
に
つ
い
て
、
現
場

を
知
る
委
員
と
制
度
を
知
る

事
務
局
が
〝
車
の
両
輪
〟
と

な
り
、
知
恵
を
出
し
合
う
。

寺
内
会
長
は
「
実
は
少
し

前
か
ら
こ
う
い
う
機
会
を
設

け
ら
れ
な
い
か
と
事
務
局
と

も
相
談
し
て
い
た
。
あ
り
が

た
い
提
案
だ
っ
た
」
と
感
謝

を
口
に
す
る
。
自
身
も
20
年

７
月
に
初
め
て
農
業
委
員
に

就
任
し
た
ば
か
り
で
、
府
内

で
は
最
も
若
く
し
て
農
業
委

員
会
の
会
長
に
選
ば
れ
た
。

互
い
の
顔
見
え
る
形
に

同
委
員
会
事
務
局
の
坂
川

裕
磨
さ
ん
（

）
は
「
中
道

委
員
の
提
案
を
き
っ
か
け

に
、
総
会
で
も
委
員
が
積
極

的
に
発
言
し
や
す
い
雰
囲
気

が
醸
成
さ
れ
た
」
と
話
す
。

そ
の
後
も
、
総
会
の
座
席

を
従
来
の
ス
ク
ー
ル
形
式
か

ら
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
ロ

の
字
型
に
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

し
た
り
、
当
日
に
配
布
し
て

い
た
総
会
資
料
を
１
週
間
前

に
送
付
し
、
事
前
に
質
問
や

意
見
を
考
え
や
す
く
す
る
な

ど
の
工
夫
を
続
け
て
い
る
。

同
市
は
か
つ
て
、
沼
地
が

一
帯
に
広
が
る
水
郷
農
村
と

し
て
知
ら
れ
、
レ
ン
コ
ン
の

栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き

た
。
近
年
は
工
業
化
や
都
市

開
発
が
進
み
、
優
良
農
地
の

確
保
と
担
い
手
の
確
保
が
待

っ
た
な
し
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
寺
内
会
長
は
「
ま
ず

は
で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
み
る
こ
と
が

大
事
。
今
後
も
委
員

と
事
務
局
が
ワ
ン
チ

ー
ム
と
な
っ
て
、
地

域
農
業
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」

と
語
る
。

“ワンチーム”がモ

ットーの門真市農業

委員会。前列左から

中道委員、寺内会

長、坂川さん
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地帯ごとの気温や降水量の傾向など
の気象予報を、すぐに目につく題字
下に掲載！答えが気になる「お天気
クイズ」にも挑戦を！

農業、農政問題について、事例や現場
の声を盛り込みながら解説します。
＜過去の取り扱い内容＞
農地利用最適化の最前線
広がる！地域まるっと中間管理方式
持続可能な人“財”育成
女性活躍の分岐点
委員活動にひと工夫� などなど

４人の執筆者による週
替わりのコラム。
思わず「あるある！」
「そうそう！」とうな
ずいてしまうような視
点が人気です！

１面



２面の特徴

３面の特徴

トップの２大注目コーナー

現場の生の声がわかる
▶農人伝 … 農政ジャーナリスト榊田みどり氏の構成による農業関係者の生きざまを集中連載

▶つれづれ農日記 … 農業者の生の声をじかに感じる！リレー執筆

◆ここだけ読めば１週間の農政の動きが分かる！
農業者はもちろんのこと、農政の動きを把握している必要がある
農業委員会をはじめとする農業関係機関の皆様にもおすすめです。
　見逃しがちな公募事業情報も発信します。

▶人ひと … 最先端で活躍する農業人にインタビュー

解説に重点を置いた面です。専門家による時事解説や、話題の用語や法律改正、新技術など、農業者に詳しく
知っていただきたい内容を農家目線で分かりやすく紹介します。

▶�ハニワの農地あっせん日記 … ジャー
ナリストの榊田みどり氏が監修。農業
委員会の様々なエピソードを女性委員
のハニワさんがマンガで伝えます。

3

２面・農政ニュースをまとめて確認
３面・農政・用語解説

▶なんでも聞いちゃえアグリの話（３週に掲載）
いまさら聞けない○○って何？を対話形式でやさし

く解説。新任委員さんや学生さんにもおすすめです。

▶アグリとサイエンス（４週に掲載）
目で見て分かりやすい！最新農業技術を紹介。４コ

マ漫画や豊富な写真で解説します。

＜過去の解説記事一例＞
・いま注目の大豆ミート
　肉に近い触感、環境問題で脚光（2021年９月17日号）
・eMAFFでオンライン申請
　農水省所管の手続きすべてに対応へ（2021年11月19日号）
・「有機JAS」ってなんだろう
　国際的なルールに準拠し作成（2022年１月14日号）

「小規模楽農のフロントランナー」
小布施牧場㈱　代表取締役
長野県　木下　荒野

１週

▶ ▶ ▶「牛やの母ちゃん始めました」
矢島牧場

埼玉県　久保　香代子

２週

「女ひとり米農家になる記録」
ＮＰО法人百菜劇場　代表
滋賀県　廣部　里美

４週

「地域の嬉しい食をつくる」
㈱福田農場 取締役

60年続く観光農園３代目
熊本県　福田　浩樹

３週

私たちと一緒に農業をより深く、
楽しく勉強しましょう‼

耕一

いなかに住む瑞穂の伯父
（50歳）。市の農業委員
でもある

瑞穂

都内の普通科高校１年生
（16歳）。社会科が得意
で好奇心おう盛

2022年 4月 22日号
「水田のカリ肥料を半分～ゼロに減らすための指針」より



最新の技術や農業機械、
先進農家の取り組みを紹介

Ｂ
Ｓ
Ｃ
工
法
の
研
究
を
進

め
て
き
た
日
本
工
営
沖
縄
支

店
の
冨
坂
峰
人
部
長
は
「
農

業
用
水
路
上
流
の
土
砂
の
流

出
を
防
ぎ
、
泥
さ
ら
い
な
ど

の
軽
減
も
期
待
で
き
る
」
と

分
析
す
る
。
秋
田
県
の
河
川

敷
で
は
、
施
工
前
ま
で
繁
茂

し
て
い
た
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
が
地
元
の
植
生
に
変

わ
る
効
果
も
見
ら
れ
た
。
除

草
剤
と
の
併
用
は
必
要
だ

が
、
植
生
初
期
は
低
草
化
す

る
た
め
、
畦
畔
の
草
刈
り
軽

減
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

る
。
冨
坂
部
長
は
「
微
細
藻

類
の
資
材
化
は
お
そ
ら
く
世

界
初
。
沖
縄
発
の
技
術
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

課
題
は
コ
ス
ト
。
１
平
方

㍍
当
た
り
約
１
３
０
０
円
の

資
材
費
は
緑
化
工
事
で
は
高

く
な
い
が
、
農
業
現
場
で
は

導
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

こ
の
研
究
を
統
括
す
る
同

大
学
の
江
口
文
陽
学
長
は

「
身
近
な
微
細
藻
類
を
農
林

水
産
業
や
土
木
の
現
場
で
使

え
、
持
続
可
能
な
環
境
保
全

に
つ
な
が
る
技
術
。
農
地
な

ど
で
風
に
よ
る
土
の
流
亡
防

止
も
見
込
ま
れ

応
用
研
究

に
も
期
待
で
き
る｣

と
話
す


Ｂ
Ｓ
Ｃ
と
は
糸
状
菌
や
微

細
藻
類
、
地
衣
類
、
コ
ケ
な

ど
が
地
表
面
の
土
粒
子
や
土つ

ち

塊く
れ

を
絡
め
て
形
成
す
る
シ
ー

ト
状
の
土
壌
微
生
物
の
コ
ロ

ニ
ー
の
こ
と
。
植
生
形
成
の

初
期
に
見
ら
れ
る
自
然
現
象

で
、
植
生
基
盤
を
安
定
さ

せ
、
種
子
や
胞
子
を
生
育
さ

せ
や
す
く
す
る
。
日
本
工
営

が
沖
縄
県
に
お
け
る
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
畑
か
ら
の
赤
土
流
出

防
止
の
研
究
を
進
め
る
中

で
、
高
い
侵
食
防
止
効
果
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
日
健
総

本
社
が
微
細
藻
類
の
専
用
資

材
「
Ｂ
Ｓ
Ｃ
－
１
」
を
開

発
。
種
子
吹
付
工
で
吹
き
付

け
る
こ
と
で
斜
面
な
ど
の
土

砂
崩
れ
を
防
ぐ
効
果
が
確
認

さ
れ
、
す
で
に
土
木
工
事
な

ど
で
実
装
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
周
り
か
ら
飛
来
す
る

種
子
や
胞
子
な
ど
を
く
っ
つ

け
て
取
り
込
み
、
植
生
侵
入

を
促
進
で
き
る
こ
と
も
わ
か

っ
た
。
従
来
の
緑
化
工
で
は

主
に
外
来
種
が
用
い
ら
れ
る

が
、
世
界
中
に
自
生
す
る
微

細
藻
類
を
用
い
る
こ
と
で
在

来
植
生
を
形
成
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
資
材
の
販
売

は
２
０
１
８
年
か
ら
始
ま

り
、
沖
縄
県
の
土
木
工
事
や

林
道
工
事
、
国
立
公
園
内
の

整
備
な
ど
、
全
国
の
数
十
カ

所
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

２
月
に
両
社
と
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
だ
東
京
農
業
大

学
で
は
今
後
、
農
業
現
場
で

の
活
用
を
目
指
し
て
い
る
。

同
大
学
森
林
総
合
科
学
科
の

矢
部
和
弘
教
授
は｢

傾
斜
の

あ
る
農
地
か
ら
の
土
壌
流
出

や
住
宅
地
に
近
い
圃
場
の
砂

埃
防
止
に
使
え
る｣

と
期
待

す
る

同
大
学
の
演
習
林
で

実
施
し
た
試
験
＝
写
真
左
下

＝
で
も

土
壌
流
出
が
抑
え

ら
れ
る
効
果
が
み
ら
れ
た


林
地
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ド

ロ
ー
ン
で
同
資
材
を
播
く
こ

と
で

地
震
や
豪
雨
時
の
際

の
土
砂
崩
れ
防
止
機
能
な
ど

も
期
待
で
き
る
と
い
う


▲

崩
壊
箇
所

の
施
工
３
年
半

後

㊧
無
処
理

区

㊨
Ｂ
Ｓ
Ｃ

吹
き
付
け
区

(

国
立
公
園
内)

土
壌
の
流
出
や
飛
散
を
防
げ

Ｂ
Ｓ
Ｃ
工
法
農
業
分
野
で
の
活
用
へ
研
究
進
む

▶

Ｂ
Ｓ
Ｃ
－
１

日
本
工
営
㈱(

東
京
都)

が
開
発
し
た
Ｂ
Ｓ
Ｃ(

Ｂ
ｉ

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

Ｓ
ｏ
ｉ
ｌ

Ｃ
ｒ
ｕ
ｓ
ｔ)

工

法
。
㈱
日
健
総
本
社(

岐
阜
県)

が
開
発
・
生
産
す
る
微

細
藻
類
を
活
用
し
、
表
面
侵
食
に
よ
る
土
壌
流
出
や
土

壌
飛
散
を
防
止
す
る
技
術
だ
。
東
京
農
業
大
学
は
２
月

に
両
社
と
包
括
連
携
協
定
を
結
び

農
地
の
土
壌
流
出

や
防
じ
ん
な
ど
農
業･

農
山
村･
土
木
で
の
活
用
に
向
け

た
研
究
を
進
め
て
い
る


▲ 吹き付け４週間後。左がＢＳＣ吹き

付け区、右が無処理区。右は、雨などの

影響で土が少し削れている

泥
さ
ら
い･

草
刈
り
の
軽
減
に

持
続
可
能
な
環
境
の
保
全
へ
研
究

微細藻類などが地表面の土を絡めてシートに

植生基盤安定し種子･胞子を生育

すでに導入土砂崩れ防止に期待

現状を伝え改定時は利益計算に注意

コ
ス
ト
増
に
よ
り
販
売
価
格
を
見
直
し
た
い

ＱＱＱＱＡＡＡＡ Ｑ

原
油
高
や
資
源
不
足

で
、
農
業
資
材
や
飼
料
、

包
装
材
な
ど
が
値
上
が
り
し
て
い

ま
す
。
販
売
価
格
を
見
直
し
た
い

の
で
す
が
、
お
客
さ
ま
離
れ
が
心

配
で
す
。

Ａ

農
家
の
努
力
を
超
え
た

コ
ス
ト
増
で
、
経
営
に
大

き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
農
産
物
が
価
格
転
嫁
で
き

て
当
然
だ
と
考
え
ま
す
が
、
流
通

の
問
題
で
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

自
分
た
ち
で
価
格
を
決
め
ら
れ
る

販
売
ル
ー
ト
で
は
、
価
格
改
定
を

お
願
い
す
べ
き
で
す
。
私
た
ち

も
、
昨
年
６
月
か
ら
価
格
改
定
し

ま
し
た
。
観
光
農

園
な
の
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
・
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
、
人
気

の
高
い
日
曜
祝
日
は
値
段
を
上

げ
、
平
日
は
安
く
す
る
方
法
を
導

入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
来
場
客
の

分
散
、
コ
ロ
ナ
禍
の
三
密
回
避
の

対
策
と
し
て
も
有
効
で
し
た
。

昨
年
末
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
食

品
が
価
格
改
定
さ
れ
、
比
較
的
消

費
者
の
理
解
は
得
ら
れ
や
す
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
使
え

る
お
金
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
ビ
ニ
ー
ル
を
買
う
の
を

我
慢
し
、
再
利
用
し
て
使
お
う
と

思
う
の
と
一
緒
で
、
消
費
が
減
る

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
の

が
、
価
格
改
定
の
幅
で
す
。
１
０

０
円
原
価
の
農
産
物
を
２
０
０
円

で
１
０
０
個
売
っ
て
い
て
、
原
価

が
２
割
上
が
り
、
１
２
０
円
に
な

っ
た
と
し
ま
す
。
売
価
も
２
割
増

の
２
４
０
円
に
し
て
は
消
費
の
減

少
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

消
費
が
７
割
に
減
少
す
る
と
、

高
騰
前
は
、
利
益
１
０
０
円
×
１

０
０
個
＝
１
万
円
の
利
益
だ
っ
た

の
に
、
利
益
１
２
０
円
×
70
個
＝

８
４
０
０
円
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
上
手
に
栽
培
調
整
で

き
れ
ば
い
い
で
す
が
、
１
０
０
個

栽
培
し
た
ら
、
30
個
余
り
ま
す
。

利
益
は
、
２
４
０
円
×
70
個
＝
１

万
６
８
０
０
円
―
原
価
１
２
０
円

×
１
０
０
個
＝
１
万
２
千
円
で
、

４
８
０
０
円
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

ま
ず
は
情
報
発
信
を
し
て
農
業

の
現
状
を
消
費
者
に
理
解
し
て
も

ら
い
、
適
正
価
格
で
買
っ
て
支
え

て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
最
終
的

に
困
る
の
は
川
下
の
消
費
者
自
身

な
の
で
す
か
ら
。

◇
次
回
は
５
月
６
日
付

静
岡
県
立
大
学

経
営
情
報
学
部

教
授

岩

崎

邦

彦

農
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
羅
針
盤
②

｢｢

たた
べべ
るる
モモ
ノノ｣｣

かか
らら｢｢

たた
べべ
るる
ココ
トト｣｣

へへ

｢｢

たた
べべ
るる
モモ
ノノ｣｣

かか
らら｢｢

たた
べべ
るる
ココ
トト｣｣

へへ

｢

た
べ
る
モ
ノ｣

か
ら｢

た
べ
る
コ
ト｣

へ

｢

母
の
日｣｢

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー｣

が
普
及
し
た
理
由

日
本
は
、
高
品
質
の
農
産

物
、
お
い
し
い
食
が
あ
ふ
れ

る
す
ば
ら
し
い
国
だ
。
生
産

者
に
聞
い
て
み
る
と
、
多
く

の
人
が
こ
う
答
え
る
。
「
味

で
は
負
け
な
い
」
「
品
質
に

は
自
信
が
あ
る
」
。

し
か
し

そ
の
後
に
次
の

よ
う
な
言
葉
が
続
く
こ
と
が

多
い
｢

だ
け
ど

売
れ
な

い｣

｢

モ
ノ
づ
く
り｣

で
負
け

て
い
な
い
の
に
な
ぜ
う
ま

く
い
か
な
い
の
だ
ろ
う
か


◎
消
費
者
は
「
た
べ
る
モ

ノ
」
で
は
な
く
「
た
べ
る
コ

ト
」
を
買
う

あ
な
た
は
次
の
空
欄
に
い

く
ら
と
入
れ
る
だ
ろ
う
か
。

・
ト
マ
ト
の
購
入
に
〇
〇
〇

〇
円
ま
で
払
え
る
。

・
お
い
し
さ
の
感
動
に
〇
〇

〇
〇
円
ま
で
払
え
る
。

実
際
に
、
全
国
の
消
費
者

に
金
額
を
入
れ
て
も
ら
っ

た
。
平
均
値
を
み
る
と
、
ト

マ
ト
の
購
入
は
３
２
９
円
。

お
い
し
さ
の
感
動
は
５
２
９

２
円
だ
。
こ
の
金
額
は
、
消

費
者
が
感
じ
る
「
価
値
」
を

示
し
て
い
る
と
み
て
い
い
だ

ろ
う
。
「
お
い
し
さ
の
感

動
」
へ
の
支
払
い
許
容
額

は
、
「
ト
マ
ト
」
の
16
倍

だ
。
そ
う
、
消
費
者
が
高
い

価
値
を
感
じ
る
の
は
、
「
た

べ
る
モ
ノ
」
で
は
な
く
、

「
た
べ
る
コ
ト
」
で
あ
る
。

◎
「
た
べ
る
モ
ノ
」
の
日
は

普
及
し
な
い

日
本
は
、
「
た
べ
る
モ

ノ
」
の
記
念
日
で
あ
ふ
れ
か

え
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
パ
ン
の
日
」
「
ト
マ
ト
の

日
」
。
そ
れ
ぞ
れ
何
月
何
日

か
、
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。
お

そ
ら
く
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
次
は
ど
う
だ
ろ

う
。
「
母
の
日
」
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
」
。
多
く
の
人

が
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

「
母
の
日
」
が
「
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
日
」
、
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
」
が
「
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
日
」
だ
っ
た
ら
、

普
及
し
た
だ
ろ
う
か
。

「
母
の
日
」
＝

母
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
、
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
」
＝

愛
情
。

い
ず
れ
の
日
も
、
「
モ
ノ
」

で
は
な
く
「
コ
ト
」
を
訴
求

し
た
か
ら
普
及
し
た
の
で
あ

る
。
「
食
べ
る
モ
ノ
」
か
ら

「
食
べ
る
コ
ト
」
へ
、
発
想

を
変
え
て
み
よ
う
。

参
考
文
献：

「
農
業
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
教
科
書：

食
と
農
の

お
い
し
い
つ
な
ぎ
か
た
」
（
日

本
経
済
新
聞
出
版
社
）

牛
の
分
娩
監
視
を
省
力

体
温
変
化
で
予
知

害
虫
の
飛
行
位
置
予
測

レ
ー
ザ
ー
光
で
狙
撃

｢

病
害
虫
雑
草
診
断
ア
プ
リ｣

対
象
作
物
拡
大

農研機構（茨城県つくば市）は、

空中を素早く飛び回る害虫の位置を

カメラ画像で正確に検知し、動きを

予測する方法を開発した。

高出力レーザー光をピンポイント

で照射して狙撃する新たな害虫駆除

システムとして期待される。

野菜を食害するハスモンヨトウ

（ガの一種）の成虫が飛ぶ様子を２

台のカメラを平行に並べた特殊な撮

影装置で立体的に計測し、飛行パタ

ーンを調査。撮影画像と組み合わせ

て約0.03秒

先の位置を

予測できる

ようにして

いる。

検知から狙撃、命中までの間に害

虫が移動してしまうといったタイム

ラグの課題があったが、飛行位置を

1.4㌢程度の精度で予測することに

成功した。体（体長約３㌢）のどこ

かにレーザー光を命中できる。

農薬開発コストが不要になり、薬剤の抵抗

性が発達し防除が難しい害虫にも効果的。

日本農薬㈱（東京都中央区）は、

スマートフォン用アプリケーション

「レイミーのＡＩ病害虫雑草診断」

の診断対象をこれまでの水稲、キャ

ベツ、白菜、レタス、ブロッコリ

ー、ネギの６作物に加え、新たにト

マト、キュウ

リ、ナス、イチ

ゴの４作物を追

加した。

ｉＯＳ、Ａｎ

ｄｒｏｉｄ版に

対応し、ダウン

ロードと使用は無料。スマホがあれ

ば、誰でも導入できる。同社と㈱Ｎ

ＴＴデータＣＣＳが共同で開発し

た。作物や田畑に発生する病害虫、

雑草をＡＩ（人工知能）で分析。写

真から識別・診断し、表示された五

つの候補から利用者が選

んだ対象に有効な薬剤情

報が提供される。薬剤情

報は、連携している他５社が販売

している製品情報も提供される。

〈問い合わせ〉☎03・6361・1400

㈱リモート（大分県別府市）で

は、発情の見極めや分娩の兆候を体

温センサーで感知、スマートフォン

にメールで知らせる遠隔監視機器

「モバイル牛
ぎゅう

音
お ん

恵
け い

」を発売してい

る。

発情や出産の予兆である胎内で起

こる体温低下をとらえ、分娩前の体

温変化のパタ

ーンを検知・

通知する。分

娩の近い繁殖

雌牛の膣
ちつ

内に

６本爪ストッパーを装着した体温セ

ンサーを挿入するだけ。牛の体温を

５分おきに測定し、データを牛舎に

設置した親機から基地局を通じて監

視サーバーに送信して分析する。

分娩の約24時間前を知らせる段取

り通報、１次破水でセンサーが膣外

に出た時の駆けつけ通報、破水後の

温度変化の異常を知らせるＳＯＳ通

報といった機能がある。毎日の体温変化も、

グラフで確認ができる。

〈問い合わせ〉☎0570・783・133

６経営・技術年(令和4年)()全 国 農 業 新 聞（第３種郵便物認可）
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４面（経営・流通）

農業経営でお困りのことはありませんか？
疑問のあれこれを分かりやすいQ＆A形式で解説し、解決
に導きます

各メーカーなどで開発された新
技術・新品種や新発売の農業機
械、資材をご紹介します。

マーケティングや農業技術、税
金等経営に役立つハウツー情報
を連載形式で解説します。

認定農業者
  応援宣言！

▶ ▶ ▶

１週 ４週２週 ３週



５面はここに注目

６面はここに注目

２週・４週は見開きのワイド面でお送りします。
レイアウトを新聞の枠にとらわれない斬新な形に挑
戦し、今まで以上に読みやすい紙面を目指します。

経営に役立つヒントが沢山

5

５面、６面（経営・流通）※２週、４週限定！

◆２週、４週共通
農老若男女問わず農業者の皆様注目！
経営に役立つ管理方法や技術、話題の商品や注目技
術など経営に役立つ実務情報が盛りだくさん。

◆２週は市況に特化！

市況はここでチェック！
東京、大阪市場を巡るトピックや果物、食肉鶏卵の
市況をご紹介します。

◆４週はマーケット情報に特化！
…農産物流通・販売の専門家が解説します。

地域における直売所や商品づくりを解説

スーパーの農産物流通の話題・解説

米の価格や流通状況など徹底解説

国産野菜の話題と動きを解説

TVでも大人気、藤田智教授の解説により、
野菜づくりのコツを学べます。
新規就農者の皆様、新しい作物の栽培に挑
戦される皆様を応援します！

分かりやすい
イラスト付き！

人気
記事

いずれ訪れる「代替わり」。
その際に必要になる相続などの準備

について解説します。（２週に掲載）

健康に過ごすためには正しい食生活
が重要です。発酵食など、「健康」につ
ながる食べ方をご紹介します。（４週に
掲載）

農家や住民が地域活性化を目指
す取り組み事例をご紹介します。

月に２回、各地から集まる美味しい
ごちそうをプレゼント！！

2022年４月８日号「秋の収穫めざして－日本の味サトイモ」の回より



全国の農業委員会の活躍を
毎週お知らせします。

◆農業委員・農地利用最適化推進委員だけでなく農業経営者も役に立つ連載

65

農家生活にまつわる法律をQ&A
形式で解説します。（３週に掲載）

動
活
委
農

の

べ
る
し
道

農地農地のの法律相談法律相談
監修●弁護士 高木　賢

新
た
な
農
村
振
興
の
形
①

弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
教
授

平

井

太

郎

若
い
世
代
の｢

農｣

へ
の
希
望
を
ど
う
受
け
と
め
る
か

思い描く姿と農業現場にあるギャップ

２
０
２
１
年
３
月
18
日
、
総
務
省

か
ら
21
年
度
、
全
国
で
６
千
人
を
超

え
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
し

て
い
る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
前
年

度
か
ら
約
５
０
０
人
の
増
。
地
方
に

チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
若
い
世
代
が
、

引
き
続
き
増
え
て
い
る
の
だ
。
中
で

も
北
海
道
は
約
１
０
０
人
増
。
北
海

道
で
は
農
業
関
連
の
募
集
が
多
い
。

「
農
」
に
希
望
を
託
す
若
い
世
代
が

少
な
く
な
い
の
だ
。

だ
が
、
同
じ
発
表
で
気
に
な
る
数

字
も
あ
る
。
協
力
隊
の
任
期
は
原
則

３
年
。
任
期
終
了
後
も
、
赴
任
し
た

市
町
村
に
住
み
続
け
て
い
る
人
（
約

53
％
）
の
う
ち
、
就
農
者
は
約
10
％

に
と
ど
ま
る
。
多
く
の
地
方
の
基
幹

産
業
と
も
い
え
る
農
業
の
担
い
手
不

足
を
、
協
力
隊
が
す
ぐ
に
は
補
え
て

い
な
い
の
が
現
実
な
の
だ
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
年
々
、
協
力
隊
か
ら
の
就

農
者
は
減
っ
て
い
る
。
協
力
隊
全
体

は
堅
調
に
伸
び
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
だ
。

や
は
り
若
い
世
代
に
と
っ
て｢

農｣

に
は
未
来
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ
ろ

う
か
い
や
そ
う
で
は
あ
る
ま
い


東
北
や
新
潟
な
ど
の
現
場
を
回
っ

て
い
る
と
、
若
い
世
代
が
思
い
描
く

「
農
」
の
姿
と
、
受
け
入
れ
る
地
方

の
「
農
業
」
現
場
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

こ
そ
問
題
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
青
森
で
は
親
元
就
農

で
は
な
い
人
が
相
談
に
訪
れ
る
と
、

ま
ず
ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
園
芸

作
物
が
勧
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
初

期
投
資
を
ま
か
な
う
貯
金
の
有
無
が

問
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
や
り
取
り
を

経
て
、
相
談
者
は
ふ
る
い
落
と
さ
れ

て
い
く
。
だ
が
、
相
談
に
訪
れ
る
若

い
世
代
が
描
く
「
農
」
は
異
な
る
。

自
分
が
食
べ
る
分
だ
け
の
米
や
野
菜

が
育
て
ら
れ
、
少
し
ず
つ
売
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
人
も
い
る
。
良
い
も

の
を
つ
く
っ
て
高
く
売
れ
ば
い
い
と

安
易
に
考
え
て
い
る
人
も
い
る
。
ま

ず
は
技
術
を
覚
え
て
か
ら
、
そ
の
先

を
考
え
た
い
と
い
う
人
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
心
構
え
で
食
べ
て
い

け
る
ほ
ど
甘
く
は
な
い
の
は
、
そ
の

と
お
り
だ
。
だ
が
、
食
べ
る
だ
け
な

ら
、
わ
ざ
わ
ざ
地
方
に
や
っ
て
き
て

「
農
」
に
関
わ
ら
な
く
て
も
い
い
。

そ
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
若
い
人
た
ち
を
門
前
払
い
し
て
い

て
い
い
の
か
。
地
方
の
農
業
の
現
場

に
は
そ
ん
な
余
裕
は
も
う
な
い
。
で

は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
の

連
載
で
は
、
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
を

少
し
で
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
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21
年
度

鳥
獣
害
対
策
優
良
活
動
表
彰
③

農
水
省
農
村
振
興
局
長
賞(

被
害
防
止
部
門･

個
人)

新
潟･

阿
賀
町

波
多
野
健
治
さ
ん

305

無
麻
酔
で
猿
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装

着
す
る
波
多
野
さ
ん
た
ち

猿
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
取
り
付
け
活
動
を
把
握

新
潟
県
阿
賀
町
の
新
潟
鳥

獣
警
備
の
代
表
を
務
め
る
波

多
野
健
治
さ
ん
（

）
は
、

猿
に
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ

ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
取
り
付

け
、
猿
の
群
の
活
動
場
所
を

把
握
し
、
公
開
し
て
い
る
。

波
多
野
さ
ん
は
２
０
０
９

年
か
ら
出
身
地
の
同
県
阿
賀

野
市
の
臨
時
職
員
な
ど
と
し

て
鳥
獣
害
対
策
や
捕
獲
技
術

の
指
導
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

年
か
ら
は
阿
賀
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
。
任
期
終
了
後
も
同

町
に
定
住
し
て
鳥
獣
害
対
策

を
続
け
る
こ
と
を
決
意
し
、


年
に
新
潟
鳥
獣
警
備
を
立

ち
上
げ
た
。

同
町
内
で
田
畑
や
生
活
環

境
を
荒
ら
す
猿
の
加
害
群
は


群
あ
る
と
い
う
。
波
多
野

さ
ん
は
同
町
か
ら
委
託
を
受

け
、
全

群
の
猿
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

付
き
の
首
輪
を
取
り
付
け
、

猿
の
動
き
を
見
え
る
化
。
猿

の
群
の
位
置
情
報
は
誰
で
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
住
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
に

よ
る
追
い
払
い
活
動
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。
波
多
野
さ
ん

は
、
「
群
か
ら
離
れ
る
心
配

が
な
い
成
年
の
雌
猿
に
取
り

付
け
て
い
る
」
と
話
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
電
池
が
切
れ
る

前
に
更
新
が
必
要
だ
。
対
象

が

群
と
多
い
た
め
、
更
新

に
は
そ
れ
な
り
の
労
力
が
掛

か
っ
て
い
る
。

波
多
野
さ
ん
は
農
家
な
ど

地
域
住
民
を
対
象
に
し
た
研

修
会
を
頻
繁
に
開
い
て
い

る
。
猿
の
生
態
や
獣
害
対
策

な
ど
の
座
学
研
修
や
、
追
い

払
い
や
電
気
柵
の
管
理
な
ど

の
実
地
研
修
ま
で
研
修
の
テ

ー
マ
は
多
彩
だ
。
波
多
野
さ

ん
は
、
「
繰
り
返
し
研
修
を

行
う
こ
と
で
、
他
人
任
せ
に

せ
ず
、
自
ら
行
動
す
る
意
識

を
持
つ
人
が
着
実
に
増
え
て

い
る｣

と
話
す
。

群
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る

と
、
エ
サ
を
確
保
す
る
た
め

行
動
範
囲
が
広
が
り
、
人
里

に
出
没
す
る
回
数
が
増
加
す

る
と
い
う
。
そ
こ
で
、

頭

程
度
を
捕
獲
で
き
る
大
型
檻

で
、
適
宜
、
猿
の
捕
獲
も
進

め
て
い
る
。
波
多
野
さ
ん

は
｢

追
い
払
い
と
捕
獲
の
組

み
合
わ
せ
で
猿
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
額
は
少
し
ず
つ
減

っ
て
き
て
い
る
」
と
話
す
。

「
町
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
猿

の
追
い
払
い
の
モ
デ
ル
を
目

指
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
」
と
続
け
た
。

工
事
停
止･

原
状
回
復
の
命
令
刑
事
罰
の
適
用
も

ＱＱＱＱＡＡＡＡ Ｑ

私
が
耕
作
し
て
い
る
農

地
の
隣
の
農
地
が
埋
め
立

て
ら
れ
、
建
設
資
材
や
重
機
な
ど

が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
農
地
は
農
地
整
備
事
業
が
行

わ
れ
た
区
域
内
に
あ
り
転
用
は
で

き
な
い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
農

業
委
員
会
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
て
い
な

い
の
で
県
と
相
談
し
て
是
正
措
置

を
検
討
す
る
と
い
わ
れ
ま
し
た


今
後

ど
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

農
地
を
転
用
す
る
場
合

や
転
用
す
る
た
め
に
農
地

を
買
っ
た
り
借
り
た
り
す
る
場
合

に
は
原
則
都
道
府
県
知
事
ま
た

は
農
水
大
臣
が
指
定
す
る
市
町
村

の
長
（
以
下
「
知
事
等
」
）
の
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
し

た
り
、
転
用
す
る
た
め
に
農
地
を

買
っ
た
り
借
り
た
り
し
た
場
合
は

農
地
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
知
事
等
か
ら
違
反
転
用
を

し
た
者
、
違
反
転
用
の
工
事
を
請

け
負
っ
た
者
な
ど
に
対
し
て
、
工

事
な
ど
の
停
止
ま
た
は
農
地
へ
の

原
状
回
復
な
ど
が
命
じ
ら
れ
る

他
、
刑
事
罰
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
（
農
地
法
51
条)



具
体
的
な
是
正
措
置
の
手
順
と

し
て
は
、
①
違
反
転
用
の
事
実
を

知
っ
た
農
業
委
員
会
は
、
そ
の
事

情
を
調
査
し
て
知
事
等
に
報
告
し

ま
す
。
②
報
告
を
受
け
た
知
事
等

は
、
違
反
転
用
者
に
対
し
て
、
期

限
を
定
め
て
是
正
す
る
よ
う
指
導

を
行
い
ま
す
が
、
違
反
転
用
者
が

そ
の
指
導
に
応
じ
な
い
場
合
に

は
、
工
事
そ
の
他
の
行
為
の
停
止

な
ど
を
書
面
に
よ
り
勧
告
し
ま

す
。
③
こ
の
勧
告
に
も
従
わ
な
い

場
合
、
知
事
等
は
行
政
手
続
法
に

基
づ
く
聴
聞
ま
た
は
弁
明
の
手
続

き
を
行
い
、
違
反
転
用
さ
れ
た
農

地
の
現
況
、
周
辺
の
土
地
利
用
の

状
況
、
違
反
転
用
さ
れ
た
後
に
形

成
さ
れ
た
法
律
関
係
な
ど
諸
般
の

事
情
を
衡
量
し
て
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要

の
限
度
に
お
い
て
、
処
分
ま
た
は

命
ず
べ
き
措
置
の
内
容
を
決
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ

の
よ
う
な
違
反
転
用
に
対
す
る
是

正
措
置
は
生
ぬ
る
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
感
じ
を
持
た
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
刑
事
罰
の
対
象

と
な
る
こ
と
で
も
あ
り
、
慎
重
に

進
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。

ま
た

違
反
転
用
を
し
た
者
へ

の
刑
事
罰
は

３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
３
０
０
万
円(

法
人
の
場

合
は
１
億
円)

以
下
の
罰
金
と
さ

れ
て
い
ま
す(

同
法
64
条
67
条)



◇
次
回
は
５
月
６
日
付

高知県

(１人分203㌔カロリー)

カツオのにらギョーザ

◆材料（４人分） カツオ250

㌘、ニラ1束100㌘、ショウガ10

㌘、ギョーザの皮24枚、Ａ(みそ

大さ
じ１、片栗粉小さ

じ１、塩・こし

ょう各少々)、ゴマ油適量

◆作り方 ❶カツオは150㌘を

細かくたたき、残りは１㌢角に刻

む。❷ニラは小口切りにし、ショ

ウガはみじん切りにする。❸ボウ

ルに①、②を入れてＡを加えて練

り混ぜ、ギョーザの皮で包む。❹

ゴマ油を薄く塗ったフライパンに

並べ、火にかける。じりじり音が

し始めたら１㌢深さに熱湯を注

ぎ、ふたをして３分蒸し焼きにす

る。❺皮に透明感が出たらふたを

取り、残った汁気を煮飛ばし、ゴ

マ油小さ
じ２を回しかけ、ぱりっと

焼き上げる。好みで酢じょうゆ、

ラー油を添える。

◆献立のヒント もやしのスー

プ

若
手
農
業
者
と
の
座
談
会
も

｢


年
後
の
農
業｣

で
意
見
交
換


農
業
大
学
校
で
説
明
す
る
武
市
会
長
（
左
）

と
鈴
木
部
会
長
。

若
手
農
業
者
と
の
座
談
会

同
委
員
会
は
今
年
２
月
、

「
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ

う
、

年
後
の
農
業
」
を
テ

ー
マ
に
、
若
手
農
業
者
と
の

座
談
会
を
開
い
た
。

同
市
で
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
国
営
圃
場
整
備
事
業

（

年
完
了
予
定
）
完
成
後

の
農
地
利
用
や
将
来
の
農
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
若
い

担
い
手
農
家
の
意
見
を
聞
く

必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が

出
た
た
め
だ
。

座
談
会
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
形
式
で
開
催
。
参
加
者
か

ら
現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
や

農
業
を
続
け
て
い
く
た
め
に

必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
て
も
ら
っ
た
。
出
さ

れ
た
意
見
は
今
後
の
農
地
利

用
の
最
適
化
に
向
け
た
活
動

に
役
立
て
て
い
く
方
針
だ
。

同
委
員
会
は
将
来
の
担
い

手
の
確
保
に
向
け
た
掘
り
起

こ
し
活
動
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
く
予
定
だ
。
武
市
会

長
は
「
南
国
市
の
将
来
の
農

業
の
た
め
、
こ
う
し
た
活
動

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

同
委
員
会
は
新
規
就
農
者

や
担
い
手
へ
の
支
援
な
ど
を

行
う
「
担
い
手
対
策
部
会｣



全
国
農
業
新
聞
や
農
業
者
年

金
の
普
及
推
進
活
動
を
行
う

「
事
業
推
進
部
会
」
、
農
業

委
員
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る

「
広
報
部
会
」
を
設
置
。
委

員
ら
は
い
ず
れ
か
の
部
会
に

所
属
し
て
い
る
。

担
い
手
対
策
部
会(

鈴
木

郁
馬
部
会
長)

で
は
｢

担
い

手
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
受
け
身
で
は
な
く
、
積
極

的
な
働
き
か
け
が
必
要｣

と


県
立
農
業
大
学
校
の｢

新
規

就
農
者
向
け
制
度･

施
策
に

関
す
る
説
明
会｣

に
２
０
２

０
年
か
ら
参
加
し
、
学
生
に

農
業
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り

組
み
を
始
め
た
。

説
明
会
で
は

学
生
の
記

憶
に
残
り
や
す
く
な
る
と
の

思
い
か
ら

農
業
者
で
あ
る

部
会
員
自
ら
が
就
農
し
た
経

緯
や
農
業
の
魅
力
を
話
し

た

参
加
し
た
学
生
か
ら
は

｢

農
業
者
の
生
の
声
が
聞
け

て
良
い
刺
激
を
受
け
た｣｢

普

段
は
あ
ま
り
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
内
容
が
聞
け
て
良
か

っ
た｣

と
の
感
想
が
あ
っ
た


ま
た
、
市
の
農
業
や
魅
力

な
ど
を
広
く
伝
え
よ
う
と
、

「
高
知
県
新
規
就
農
相
談
セ

ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
始

め
た
。
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
就
農
に
関
す
る
情
報
に
加

え
、
就
農
の
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
も
っ
て
も
ら
う
た

め
、
各
市
町
村
が
産
地
の
農

作
業
の
様
子
や
新
規
就
農
者

を
紹
介
す
る
投
稿
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

農
業
委
員
や
推
進
委
員
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
県
内

１
位
の
出
荷
量
を
誇
る
シ
シ

ト
ウ
な
ど
を
紹
介
。
就
農
希

望
者
に
同
市
農
業
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
る
。

南
国
市
農
業
委
員
会
（
武
市
憲
雄
会
長
、
農
業
委
員

人
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員

人
）
は
、
将
来
の
担
い
手
に
農
業
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
や
情
報
発
信
な

ど
を
積
極
的
に
行
い
、
新
規
就
農
者
の
確
保
や
担
い
手
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

新新規規就就農農者者のの確確保保･･担担いい手手対対策策にに力力点点新新規規就就農農者者のの確確保保･･担担いい手手対対策策にに力力点点新規就農者の確保･担い手対策に力点
高高知知 南南国国市市農農業業委委員員会会高知 南国市農業委員会

農
大
生
に
施
策
な
ど
Ｐ
Ｒ

ネ
ッ
ト
で
市
農
業
の
魅
力
を
発
信

（第３種郵便物認可）全 国 農 業 新 聞年(令和4年)()農業委員会７

毎週、農業委員会等の活動事例を紹介します。１
年間でほぼ47都道府県の事例を取り上げます。
事例は、遊休農地解消のための活動や人・農地プ
ランの実質化など、農地利用最適化の業務を行う
上で欠かせない内容です。

農業委員会活動のテキストとして、毎週お目通し
ください。他地域の事例を知ることで新たな視点
が生まれ、活動の幅が広がります。

農業委員会ネットワーク通信面
１，３週：６面、２，４週：７面

農業委員会ネットワーク通信と連動した郷土食材
を使った料理のレシピをご紹介します。
１・３週▶石澤清美先生　２・４週▶今泉久美先生

全国農業新聞読者
の関心度が最も高い
記事といえばこれ！
全国各地の鳥獣害
対策事例は、地元で
の対策の参考になる

という多くの声をいただいて
います。

人気
記事

委員
必読

農地に関する困ったあれこれをＱ＆Ａ形式で掲載。
賃借、相続など、さまざまな相談対応の参考にな
ります。（１週に掲載）

Pick
Up!

委員
必読

農業委員会活動の活性化
に役立つ情報を通年掲載し
ます。

農業と地域活性化に向けたコラムです。（２週に掲載）

土地改革が大転換期を迎える中、歴史から農業・農
地制度を考えるコラムです。（４週に掲載）
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全国紙かつ地域の話題にも強い新聞です

＜地元のこんな情報が手に入ります＞
●特徴的な経営を行う経営体
●イベント情報
⇒地元だから視察に行きやすい、イベントに参加しやすい！

●�頑張る新規就農者、活躍する若手、女性農業
者のご紹介
⇒�ご近所さんが、直売所で手に取った商品の生
産者が、身近なあの人が載っているかも…

●特産品や新商品
⇒知らなかった地元の隠れた名物が見つかるかも！

ブロック １週 ２週 ３週 ４週

北海道

北海道・東北版

地方総合版

北海道

東日本地方総合版
東北

県版（岩手、福島）
※�青森、宮城、秋田、山形は
「東北各支局の話題」

関　東 関東版
県版（茨城、栃木、群馬）
※�埼玉、千葉、東京、神奈川、
山梨は首都圏版

東　海 東海版

中日本地方総合版

地方総合版

北信越 北信越版
県版（新潟、長野）
※�富山、石川、福井は北陸版

近　畿 近畿版
県版（京都、兵庫）
※�滋賀、大阪、奈良、和歌山は
地方総合版

中　国 中国版

西日本地方総合版

地方総合版

四　国 四国版 地方総合版

九州・沖縄 九州・沖縄版

県版（長崎、熊本、宮崎、
鹿児島）
※�福岡、佐賀、大分、沖縄は地
方総合版

週ごと、地域ごとにお届けする版が変わります。
※下記表は目安です。月ごとに変動する場合がございます
※地方総合版とは、ブロックに関係なく様々な都道府県の記事が載る面です

地方版

北海道

東北

北信越

関東

東海

近畿中国

四国

九州
・
沖縄
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